
 

 

 

 

 

 

 

 

資料 10 高知大学理工学部カリキュラムマップ等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



高知大学 理工学部（仮称） カリキュラムマップ

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

学科基礎科目

学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも必要となる基礎知識
を修得

学科専攻科目

自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習し，応用力・創造性に富
み，柔軟な思考力・課題解決能力
を持った即戦力人材を育成

学科で共通する基礎的な内容の講義，実験，実習科目
物理学概論（２） 【情報科学科，化学生命理工学科，地球環境防災学科】
理学情報処理演習又は理工学情報処理演習（２） 学科ごとに名称･履修年次を設定
情報科学概論・物理学概論・化学概論・生物学概論・地学概論（選択必修）

【数学物理学科】 20科目中から必修または選択
【情報科学科】 24科目中から必修または選択
【生物科学科】 8科目が必修，実験は3科目から選択
【化学生命理工学科】 実験を含む9科目が必修
【地球環境防災学科】 実験を含む21科目中から必修または選択

各学科およびコースでの専門性の高い講義，演習，実験，実習科目
卒業研究は全学科で必修

【数学物理学科】 25～38科目中から選択
【情報科学科】 25科目中から選択
【生物科学科】 47科目中から選択
【化学生命理工学科】 53科目中から選択
【地球環境防災学科】 44科目中から選択

卒業研究

共通教育科目（３４）
現代人としての必要な基礎教養，外国語能
力の基礎を身に付けるとともに，高知の文化，
社会，自然の特徴について理解するための
科目を履修

共通教育科目 初年次科目（１２） 大学基礎論＜キャリア形成＞
学問基礎論＜理工学入門＞

教養科目 （２２） ＜外国語４含む＞

(７０)

学部共通科目（２０）

すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位を必修として履修

（特定の専門分野に偏ることのな
い理学を基盤とした工学教育）

〔グローバル化強化科目〕（６）
科学英語 理工学英語ゼミナールⅠ 理工学英語ゼミナールⅡ

〔理工系基盤科目〕（８）
数学概論 理工系数学 防災理工学概論 理工学研究プロポーザル

〔イノベーション人材育成科目〕（６）
科学者・技術者倫理 リスクマネジメント キャリアデザインⅠ・Ⅱ 実践キャリアデザイン （選択必修）

赤字：必修科目

-
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【数学物理学科　数学コース】のカリキュラムツリー

青字は，工学・理工学科目
　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

学科基礎科目群 必修科目 選択科目

学科専攻科目群 必修科目 選択科目

学部共通科目群 必修科目

２
年

第
２
学
期

第
１
学
期

１
年

第
２
学
期

第
１
学
期

４
年

第
２
学
期

第
１
学
期

第
２
学
期

３
年

第
１
学
期

分野共通 幾何学解析学 代数学 確率・統計学

位相空間論

多様体論

解析学

集中講義

体論

距離と位相

演習

数学概論演習I

環論

確率論演習多変数の

微分積分演習

確率続論

環上の加群

数値解析

シミュレーション
工学

代数学

集中講義

測度論

組合せと

グラフの理論

初等複素解析

ホモロジー論

実解析

代数学演習

数理統計学

応用数学

離散数学

微分方程式

複素解析続論

幾何学

集中講義

確率過程論

情報解析学

計算幾何学

入門

統計数学

集中講義

卒業研究

科学英語

理工学英語

ゼミナールⅠ

学部共通科目群

イノベーション

人材育成科目
グローバル化

強化科目
理工系基盤科目

防災理工学

概論

科学者・技術者

倫理

理工学研究

プロポーザル

理工系数学

(論理と集合)

リスク

マネジメント

実践キャリア

デザイン

理工学英語

ゼミナールⅡ

学科基礎科目群＋学科専攻科目群

生物学概論

地球科学概論

化学概論

物理学概論

情報科学概論微分積分学

概論

線形代数学

概論

数学概論演習II

基礎

物理学実験

力学I

熱力学

物理数学I

電磁気学I

物理数学II

量子力学I

線形代数学I

線形代数学II

一変数の

微分積分

多変数の

微分積分
距離と位相 群論 確率論

数学課題探究

情報関連

理学情報

処理演習

微分積分学

基礎

理工系
線形代数学

理工系

微分積分学

キャリア

デザインⅠ・Ⅱ
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【数学物理学科　物理科学コース】のカリキュラムツリー

青字は，工学・理工学科目
　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

４
年

第
２
学
期

第
１
学
期

３
年

第
２
学
期

第
１
学
期

２
年

第
２
学
期

第
１
学
期

１
年

第
２
学
期

第
１
学
期

学科専攻科目群 必修科目 選択科目

学部共通科目群 必修科目

学科基礎科目群 必修科目 選択科目

力学 熱統計力学電磁気学量子力学

情報科学概論

分野共通

固体物理学Ｉ

電磁気学演習

物理科学演習

基礎化学実験Ｉ物理化学Ｉ

物性科学序論

量子物理学

特論

素粒子物理学

原子核物理学

量子力学演習

物理数学演習

連続体力学

力学ＩＩ

物理化学ＩＩ

物理科学実験Ｉ

物理科学実験ＩＩ

卒業研究

微分積分学

基礎

科学英語

理工学英語

ゼミナールⅠ

学部共通科目群

イノベーション

人材育成科目
グローバル化

強化科目理工系基盤科目

防災理工学

概論

科学者・技術者

倫理

理工学研究

プロポーザル

理工系
線形代数学

リスク

マネジメント

実践キャリア

デザイン

理工学英語

ゼミナールⅡ

キャリア

デザインⅠ・Ⅱ

学科基礎科目群＋学科専攻科目群

物理学概論

化学概論

地球科学概論

生物学概論

理学情報

処理演習

線形代数学

概論

理工系

微分積分学

微分積分学

概論

理工系数学

（論理と集合)

距離と位相

多変数の微分

線形代数学ＩＩ

群論

確率論

一変数の

微分積分

線形代数学Ｉ

基礎化学実験

ＩＩ

基礎生物学

実験

基礎地学実験

物性物理学

特論

固体物理学ＩＩ

電磁物理学

特論
物性化学特論

電磁気学ＩＩ

力学演習

解析力学

統計力学演習

物理数学ＩＩ

熱力学

基礎

物理学実験

物理数学Ｉ

力学Ｉ

応用物理学

電磁気学Ｉ

量子力学ＩＩＩ

シミュレーション

工学

数値解析

応用数学

計算幾何学

入門

情報解析学

組合せと

グラフの理論

離散数学

量子力学Ｉ

量子力学ＩＩ

相対性理論

統計力学

情報関連

固体化学
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【情報科学科】のカリキュラムツリー

青字は，工学・理工学科目
　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　必修科目 選択科目

必修科目

学科基礎科目群 必修科目 選択科目

1
年

第
２
学
期

第
１
学
期

学部共通科目群

学科専攻科目群

２
年

第
２
学
期

３
年

第
２
学
期

第
１
学
期

４
年

第
１
学
期

第
２
学
期

第
１
学
期

ソフトウェア科学

微分積分学基礎

科学英語

物理学概論

アルゴリズム特論

アルゴリズムと

データ構造

プログラミング演習

Ⅲ

データベース

システム

プログラミング

言語論

人工知能工学

数理情報学

数値解析

情報解析学

離散数学演習

計算幾何学入門

シミュレーション

工学

情報理論

計算システム科学

計算機システム学

コンピュータ

アーキテクチャ

情報ネットワーク論

オペレーティング

システム論

デジタル回路実験

ヒューマンコンピュータ

インタラクション

情報ネットワーク論

演習

数理情報学特論

計算システム

科学特論

学科基礎科目群＋学科専攻科目群

画像処理論

理工学英語

ゼミナールⅠ

地球環境情報学

学部共通科目群

イノベーション

人材育成科目
グローバル化

強化科目理工系基盤科目

防災理工学

概論

科学者・技術者

倫理

理工学研究

プロポーザル

理工系線形代数学

リスク

マネジメント

実践キャリア

デザイン

理工学英語

ゼミナールⅡ

卒業研究

多変数の微分積分

距離と位相

確率論

キャリア

デザインⅠ・Ⅱ

群論

電磁気学Ⅰ

熱力学

力学Ⅰ

一変数の

微分積分

ソフトウェア工学

ソフトウェア

科学特論

距離と位相演習

確率論演習

多変数の微分積分

演習

代数学演習

情報科学概論

理工学情報処理

演習

プログラミング

演習Ⅰ

情報社会と

情報倫理

情報と職業

情報処理技術Ⅱ

情報処理技術Ⅰ

離散数学

組合せとグラフの

理論

プログラミング

演習Ⅱ

応用数学
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【生物科学科】のカリキュラムツリー

青字は，工学・理工学科目
　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　学科専攻科目群 必修科目 選択科目

学部共通科目群 必修科目

学科基礎科目群 必修科目 選択科目

２
年

第
２
学
期

第
１
学
期

１
年

第
２
学
期

第
１
学
期

４
年

第
２
学
期

第
１
学
期

３
年

第
２
学
期

第
１
学
期

植物分類学 植物生態学海洋生物学 動物生理学 細胞生物学理論生物学 古生物学

海洋環境学

植物分類学

実験

植物地理学

実習

植物生態学

実験

陸水生物学

実習

古生態学

海洋生物学

実験

古生物学

実習

比較生化学

実験

比較生化学

生態学植物分類学

古生物学

比較生化学

動物生理学動物分類学
地球表層

動態学

原生動物学

タンパク質科学

生物圏進化学

分子生物学
（化学生命理工）

発生工学
（化学生命理工）

幹細胞生物工学
（化学生命理工）

基礎分子生物学

（化学生命理工）

野外調査法基礎
（地球環境防災）

実践野外調査実習

（地球環境防災）

地球掘削科学
（地球環境防災）

層位学
（地球環境防災）

層位学実習
（地球環境防災）

臨海実習

植物形態学

動物生態学

理論生物学

植物系統学

化学分類学

脊椎動物学

保全生物学

動物生理学

実験

植物生理学

細胞生物学

海洋植物学

動物系統学

代謝生理学水界生態学

分子生理学

細胞構造

構築学

細胞生物学

実験

細胞分子

生物学

卒業研究

科学英語

理工学英語

ゼミナールⅠ

学部共通科目群

イノベーション

人材育成科目
グローバル化

強化科目理工系基盤科目

防災理工学

概論

科学者・技術者

倫理

理工学研究

プロポーザル

リスク

マネジメント

実践キャリア

デザイン

理工学英語

ゼミナールⅡ

キャリア

デザインⅠ・Ⅱ

学科基礎科目群＋学科専攻科目群

生物多様性学

系統進化学

生物科学実験

分野共通

微分積分学

基礎

理工系
線形代数学

理工系

微分積分学

微分積分学

概論

理工系数学

（論理と集合)

確率・統計学

概論

電子顕微鏡学

生物情報

解析演習

生物学概論

地球科学概論

基礎地学実験

基礎生物学

実験

化学概論

情報科学概論

物理学概論

基礎物理学

実験

基礎化学

実験ＩＩ

基礎化学

実験Ｉ
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【化学生命理工学科】のカリキュラムツリー

青字は，工学・理工学科目
　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　学科専攻科目群 必修科目 選択科目

学部共通科目群 必修科目

学科基礎科目群 必修科目 選択科目

２
年

第
１
学
期

１
年

第
２
学
期

第
１
学
期

第
２
学
期

４
年

第
２
学
期

第
１
学
期

３
年

第
２
学
期

第
１
学
期

学部共通科目群

イノベーション

人材育成科目

科学者・

技術者倫理

リスク

マネジメント

実践キャリア

デザイン

キャリア

デザインⅠ・Ⅱ

理工系基盤科目

防災理工学

概論

理工学研究

プロポーザル

グローバル化

強化科目

科学英語

理工学英語

ゼミナールⅠ

理工学英語

ゼミナール II

生物学概論

物理学概論

基礎生物学実験

基礎化学実験Ⅰ

化学概論

基礎化学実験Ⅱ

理工学情報処理

演習

化学生命理工学

実験Ⅰ

化学生命理工学

実験Ⅱ

学科基礎科目群＋学科専攻科目群

細胞学

細胞機能学Ⅰ

細胞機能学Ⅱ

細胞機能工学

実験

海洋生命

理工学実験

細胞工学

発生工学

幹細胞生物工学

有機

高分子化学

有機化学Ⅰ

有機化学Ⅱ

光機能創成化学

有機材料化学

天然物化学

有機・高分子化学

実験

有機化学演習

高分子化学

無機化学

無機化学Ⅰ

無機化学Ⅱ

錯体化学

無機化学演習

無機材料化学

生化学

分子生物学

分子生物学

生体分子

機能工学

遺伝子工学

実験

ケミカル

バイオロジー

生命分子工学

生化学実験

生命分子工学

実験

進化生物工学

遺伝子工学

分子細胞生物学

演習

分野共通

分析化学Ⅱ

分析化学演習

電気分析化学

分析化学Ⅰ

先端機器分析学

Ⅰ

先端機器分析学

Ⅱ

量子化学

物理化学Ⅱ

物理化学演習

反応工学

物理化学Ⅰ

基礎無機化学 基礎生化学

基礎分子生物学

基礎有機化学基礎物理化学

研究セミナーⅠ

研究セミナーⅡ

化学生命理工学

特論Ⅱ

化学生命理工学

特論Ⅰ

最新化学特論

最新生命科学

特論

最新応用化学

特論

卒業研究

無機・物理化学

実験

確率・統計学

概論

理工系

線形代数学

微分積分学基礎

微分積分学通論

線形代数学概論
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【地球環境防災学科】のカリキュラムツリー

青字は，工学・理工学科目
　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　

　選択必修科目 　　学科専攻科目群 必修科目 選択科目

学部共通科目群 必修科目

学科基礎科目群 必修科目 選択科目

４
年

第
２
学
期

第
１
学
期

３
年

第
２
学
期

第
１
学
期

２
年

第
２
学
期

第
１
学
期

１
年

第
２
学
期

第
１
学
期

防災工学

確率・統計学

概論

科学英語

基礎地学実験

耐震工学

防災計画学

測量学

防災構造工学

地球環境変動

海洋地質実習

古生物学

分野共通

地球環境防災

実習

構造力学

岩石学

地球ダイナミクス

防災工学実験

地震学

ケーススタディⅠ

実践野外調査

実習

学科基礎科目群＋学科専攻科目群

地球表層動態学

理工学英語

ゼミナールⅠ

学部共通科目群

イノベーション

人材育成科目
グローバル化

強化科目
理工系基盤科目

防災理工学

概論

科学者・技術者

倫理

理工学研究

プロポーザル

理工系

線形代数学

リスク

マネジメント

理工学英語

ゼミナールⅡ

理工学情報処理

演習

卒業研究

固体地球科学実

キャリア

デザインⅠ・Ⅱ

層位学実習

力学演習

国土保全工学

防災施設工学

力学Ⅱ

地震地質学

構造地質学

連続体力学

微分積分学基礎

微分積分学通論

理工系

微分積分学

野外調査法基礎

基礎化学実験

Ⅰ

基礎生物学実験

基礎物理学実験

水理学

気象学

地盤工学

地球物理学実験

鉱物学実習

ケーススタディⅡ

物理探査法

生物圏進化学

古地磁気学

電磁気学演習

電磁気学Ⅱ

テクトニクス

大気環境工学

鉱物学

地球掘削科学

地球環境情報学

地球環境防災学

特論Ⅰ–Ⅳ 層位学

実践キャリア

デザイン

地球惑星科学

物理学概論

地球科学概論

沿岸域防災学

物理数学Ⅰ

力学Ⅰ

熱力学

化学概論

生物学概論

情報科学概論

電磁気学Ⅰ

物理数学Ⅱ

基礎化学実験

Ⅱ
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資料 11 定年年齢に関する学内規程 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



国立大学法人高知大学職員の定年規則 

                                                     平成16年４月１日 

規 則 第 2 4 号 

最終改正 平成26年３月26日規則第101号 

（目的） 

第１条 この規則は、国立大学法人高知大学職員就業規則（以下「就業規則」という。）第

19 条に基づき、職員の定年について、必要な事項を定める。 

（定年） 

第２条 職員の定年は、次の各号に定める年齢とする。 

(1) 大学教員 満 65 歳 

(2) 用務員、守衛等専ら労務に従事する職員 満 63 歳 

(3) 前２号に掲げる以外の職員 満 60 歳 

２ 定年による退職の日は、定年に達した日以後における最初の３月 31 日とする。 

３ 前２項の規定は、雇用の期間を定めて雇用された職員には適用しない。 

（定年扱いの退職） 

第３条  前条第１項第１号の規定にかかわらず、高知大学に在職していた大学教員から引

き続き国立大学法人高知大学の教員となった者のうち、この規則の施行日の前日に高知

大学教員定年規則において定年年齢が満 63 歳と規定されていた大学教員は、次条に定め

るところにより、満 63 歳に達した日以後における最初の３月 31 日で退職することがで

きる。 

２ 前項の規定による退職は、就業規則第 17 条第１項第２号に定める定年による退職とし

て取り扱う。 

 （定年扱いの退職の手続） 

第４条 前条に定める定年扱いの退職を希望する者は、文書をもって学長にその旨を申し

出るものとする。 

２ 前項の申出があったときは、学長はこれを承認し、本人へ通知する。  

３ 前項の通知を受けた後は、これを変更することはできない。 

附 則 

１ この規則は、平成 16 年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

-1-



２ 平成 19 年３月 31 日に国立大学法人高知大学の教務職員であった者が、平成 19 年４月

１日に助手となった場合の定年年齢については、第２条第１項第１号の規定にかかわら

ず、満 60 歳とする。 

   附 則（平成 19 年３月 12 日規則第 96 号） 

 この規則は、平成 19 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 26 年３月 26 日規則第 101 号） 

 この規則は、平成 26 年４月１日から施行する。 
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資料 12 学習到達度の把握と履修指導 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【１年１学期終了時】
修得単位数・ＧＰＡによる

成績評価の確認

１年
２学期

【２年１学期開始時】
アドバイザー教員による履修指

導（個人面談）

＜目標単位数＞
３６単位～４４単位１年

１学期

２年
１学期

２年
２学期

【３年１学期開始時】
２年次の修得単位数・ＧＰＡの確

認・履修指導（個人面談）

＜目標単位数＞
７０単位～８０単位

３年
１学期

３年
２学期

４年

【４年１学期開始時】
３年次の修得単位数・ＧＰＡの確

認・履修指導（個人面談）

＜卒業研究の条件＞
１００単位以上

学習到達度の把握と履修指導

【学習ポートフォリオ】
学習成果の可視化による時

間外学習、能動的学習の支援

＜主な内容＞
・出席状況
・成績評価
・提出課題
・小テスト、中間試験の答案
・授業での調査内容、コメント内容

【キャリアポートフォリオ】
「イノベーション人材育成科

目」を通じた自己分析

自分史、目指す人材像、自己実現
目標をベースに以下の内容を記載。
・正課・課外活動
・課題探究活動
・教職活動
・インターンシップ など

【４年通年】
・卒業研究を中心に個
別指導
・学士力確認試験

ＴＯＥＩＣ
ＴＯＥＦＬ

ＴＯＥＩＣ
ＴＯＥＦＬ

「学習ポートフォリオ」と「キャリアポートフォリオ」を活用した
「学習到達度の把握と適切な履修指導」の実現
「学習ポートフォリオ」と「キャリアポートフォリオ」を活用した
「学習到達度の把握と適切な履修指導」の実現

-
1
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理工学部（仮称）における教育内容の充実と学習到達度の把握

教育内容・履修指導の充実

到達度を測る観点

共通教育科目（初年次科目・教養科目）・学部共通科目・学科基礎科目・学科専攻科目の履修状況・学習の到達度を測るために，第１学
期終了時に修得単位数・ＧＰＡによる成績評価の確認を行うとともに，第２学期当初にアドバイザー教員による履修指導（個人面談）を実
施する (併せて，ＧＰＡを活用した成績評価の厳格化に関して取り組む）。 ２年次以降では，年次当初に前年度末における修得単位数
の確認を行い，当該年度の履修計画を各学科のカリキュラムマップをもとにアドバイザー教員と確認する。

１．学部共通科目および学科基礎科目の概論系科目を中心に，出席状況，成績評価に加えて，提出課題，小テストや中間試験の答案，授業に
関連して自身で調べたことやコメントしたことなどを綴じ込んだ「学習ポートフォリオ」を作成することで，学生の時間外学習，能動的学習を導
き，学習成果を可視化する。このポートフォリオをもとに指導を行い，基礎的な教養と理工学に関する専門的知識，実践的技術を学ぶため
の基礎が身に付いているかを確認する。

２．学年末の修得単位の目標を３６－４４単位とする。

１
年
次

１．各学科の学科基礎科目の講義・実験・実習を中心に，上記と同様な「学習ポートフォリオ」を作成することで，学生の時間外学習，能動的学
習を導く。さらに，「学習ポートフォリオ」，GPA評価をもとにした指導を行い，理学または工学に関する高い関心と理解を導き，専門的知識と
ともに，論理的な思考力や表現力が身に付いているかを確認する。

２．１年次の教養英語に続いて，ネイティブ教員による「科学英語」で使える英語を学び，その成果をＴＯＥＩＣやＴＯＥＦＬなどの外部機関の統一
的試験により把握する。

３．イノベーション人材育成科目では，自分史，目指す人物像，自己実現目標をベースに，正課・課外活動，課題探求活動，教職活動，インター
ンシップなどの取り組みにより得られたものや感じたことを記載する「キャリアポートフォリオ」を作成することで，自己分析を行う。

４．学年末の修得単位の目標を７０－８０単位とする。

１．各学科の学科専攻科目で理学・工学に関する専門知識・技術を修得し，自らが選んだ専門分野をより高度に深く学習し，応用力・創造性・思
考力・課題解決能力が身についているかを，「理工学研究プロポーザル」と実験・実習を中心としたレポート作成やＰＢＬ授業により確認する。

２．ＴＯＥＩＣやＴＯＥＦＬなどの外部機関の統一的試験を継続受験することにより，「理工学英語ゼミナール」をはじめとする英語学習の効果を把
握する。

３．「キャリアデザイン」で企業経営者や地方自治体職員，教員から働くことの意義を学ぶことに加え，実践的な地域密着型企業研究・インターン
シップ，各種教育指導体験などを行うことで，「キャリアポートフォリオ」の内容を充実させ，自己実現に向けた意識の醸成を確認する。

４．学年末の修得単位が１００単位以上であることを卒業研究の履修条件とする。

１．卒業研究を中心に個別指導を行い，理学・工学に関する専門知識・技術を究める。学士力が身についていることは，理学，工学の基礎・専
門力，課題探究及びプレゼンテーション能力に関する達成度を評価する各学科独自の学士力確認試験を実施することで確認する。

２
年
次

３
年
次

４
年
次
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資料 13 学科ごとの履修モデル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

実験･実習･演習科目

確率続論② 確率過程論② 数理統計学②

環論② 環上の加群② 数学課題探究②

代数学演習② ホモロジー論② 体論②

距離と位相演習② 位相空間論② 測度論② 多様体論②

数学概論演習I② 数学概論演習II② 多変数の微分積分演習② 微分方程式② 初等複素解析② 複素解析続論②

2単位 2単位 4単位 10単位 10単位 10単位 0単位 8単位 46単位

確率論②

群論②

距離と位相②

一変数の微分積分② 多変数の微分積分②

線形代数学I② 線形代数学II② 理学情報処理演習②

情報科学概論②

力学I② 量子力学Ⅰ②

2単位 6単位 10単位 2単位 2単位 0単位 0単位 0単位 22単位

科学英語② 理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工系数学② 防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

数学概論（１）② 科学者・技術者倫理② リスクマネジメント②

数学概論（２）② キャリアデザインＩ・Ⅱ②

6単位 2単位 4単位 4単位 0単位 4単位 2単位 0単位 22単位

教養科目⑥ 教養科目⑥ 教養科目④ 教養科目⑥

大学基礎論② 学問基礎論②

大学英語入門② 英会話②

情報処理② 課題探求実践セミナー②

12単位 12単位 4単位 6単位 0単位 0単位 0単位 0単位 34単位

22単位 22単位 22単位 22単位 12単位 14単位 2単位 8単位 １24単位

選択必修科目
実験科目

選択科目

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習し，応用力・創造性に
富み，柔軟な思考力・課題解決能
力を身につけるための科目を履
修する。

卒業研究⑧

グローバル化強化科目

演習科目

実習科目

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

必修科目

選択必修科目

選択科目

【履修の考え方】
いずれの分野に進む場合でも重
要となる基礎知識を習得するため
の科目を履修する。

必修科目

年次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

学期

共
通
教
育
科
目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

必修
科目

1学期履修単位数

数学物理学科「数学コース」　履修モデル

卒業要件単位数：124単位 専門教育科目（　専門必修科目：44単位、専門選択科目：46単位、合計：90単位以上修得　）
共通教育科目（　初年次科目：12単位、教養科目：22単位合計:34単位以上修得　）

学
科
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

選択
必修
科目

選択必修科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

専
門
科
目

学
科
専
攻
科
目

必修科目

学生の希望・志向

数や図形などの数学的対象に興味をもち、数学の専門知識について

もっと学びたい。さらに，数学を核として学びつつ，他の分野について

も知見を広め、社会の様々な分野で活躍したい。

修得する知識・能力

数学の各分野に関する基礎的概念および専門知識を学び，その学習を

通して論理的思考力を身に付け，社会の様々な分野で力を発揮できる力

を身につける。

活躍できる進路

○教員 ○大学院進学

○電気情報関連製造業

○金融機関

学生の希望・志向

数や図形などの数学的対象に興味をもち、数学の専門知識について

もっと学びたい。さらに，数学を核として学びつつ，他の分野について

も知見を広め、社会の様々な分野で活躍したい。

修得する知識・能力

数学の各分野に関する基礎的概念および専門知識を学び，その学習を

通して論理的思考力を身に付け，社会の様々な分野で力を発揮できる力

を身につける。

活躍できる進路

○教員 ○大学院進学

○電気情報関連製造業

○金融機関

-
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

基礎物理学実験② 物理科学実験I② 物理科学実験II② 実験･実習･演習科目

力学II② 電磁気学II② 量子力学II②

統計力学② 電磁気学演習② 量子力学演習②

力学演習② 物理数学演習②

統計力学演習②

解析力学② 相対性理論② 素粒子物理学② 量子力学III②

　物性科学序論② 固体物理学I② 原子核物理学②

固体物理学ＩＩ②

シュミレーション工学②

２単位 ０単位 10単位 10単位 6単位 12単位 2単位 8単位 50単位

力学I② 電磁気学I② 理学情報処理演習② 量子力学I②

物理数学I②

熱力学②

物理学概論② 一変数の微分積分② 化学概論I②

物理数学II②

２単位 8単位 ６単位 2単位 2単位 0単位 0単位 0単位 20単位

科学英語② 理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工系数学② 防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

数学概論② 科学者・技術者倫理② リスクマネジメント②

キャリアデザインＩ・Ⅱ②

4単位 2単位 ４単位 ４単位 2単位 2単位 2単位 0単位 20単位

教養科目⑥ 教養科目⑥ 教養科目② 教養科目④ 教養科目④

大学基礎論② 学問基礎論②

大学英語入門② 英会話②

情報処理②

課題探求実践セミナー②

14単位 10単位 ２単位 ４単位 4単位 0単位 0単位 0単位 34単位

２２単位 ２０単位 ２２単位 ２０単位 14単位 14単位 4単位 8単位 １24単位

専門教育科目（　専門必修科目：44単位、専門選択科目：46単位、合計：90単位以上修得　）
共通教育科目（　初年次科目：12単位、教養科目：22単位合計:34単位以上修得　）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

数学物理学科「物理科学コース」　履修モデル

卒業要件単位数：124単位

卒業研究⑧

専
門
科
目

年次

学期

選択科目

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習することを通して自然
の本質的理解に迫るとともに，論
理的思考力を涵養し，応用力・創
造性に富んだ課題解決能力を身
につけるための科目を履修する。

必修科目

選択科目

【履修の考え方】
学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも役に立つ基礎的な
科目を履修する。

必修科目

1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
科
専
攻
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

選択必修科目

必修
科目

必修科目

選択必修科目

演習科目

実習科目

選択
必修
科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

選択必修科目

実験科目

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

グローバル化強化科目

学生の希望・志向

自然の本質的現象や法則に興味をもち，自然の成り立ちを論理的に考え

たり，ものづくりや実験を通して自然を理解したい．さらに，固体化学を含

む物理科学を核として学びつつ，他の分野についても知見を広めたい．

修得する知識・能力

物質がその階層に応じて示す基本法則，現象，性質などを学ぶことにより，自

然の本質を理解しつつ広範な応用分野で活かせ，地域・国際社会の変化に柔

軟に対応し，多種多彩な分野で独創性を発揮できる力を身に付ける．

活躍できる進路

○電気・機械・情報関連製造業

○教員

○公務員

-
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 -



青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

計算機システム学② アルゴリズムとデータ構造② 数値解析② 実験･実習･演習科目

コンピュータアーキテクチャ② オペレーティングシステム論② 情報ネットワーク論演習②

デジタル回路実験②

情報ネットワーク論②

データベースシステム② プログラミング言語論②

ソフトウェア工学② プログラミング演習Ⅲ②

離散数学演習② 人工知能工学②

画像処理論② 情報理論② シミュレーション工学②

計算幾何学入門② 地球環境情報学②

0単位 0単位 2単位 12単位 16単位 10単位 0単位 8単位 48単位

情報科学概論② 理工学情報処理演習② プログラミング演習Ⅰ② プログラミング演習Ⅱ②

物理学概論②

離散数学② 情報処理技術Ⅰ② 情報処理技術Ⅱ②

組合せとグラフの理論② 情報社会と情報倫理②

情報と職業②

4単位 2単位 6単位 2単位 2単位 6単位 0単位 0単位 22単位

科学英語② 理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工系数学② 防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

数学概論② 科学者・技術者倫理② リスクマネジメント②

キャリアデザインＩ・Ⅱ②

4単位 2単位 6単位 2単位 0単位 4単位 2単位 0単位 20単位

教養科目⑥ 教養科目⑩ 教養科目④ 教養科目②

大学基礎論② 学問基礎論②

大学英語入門② 英会話②

情報処理②

課題探求実践セミナー②

14単位 14単位 4単位 2単位 0単位 0単位 0単位 0単位 34単位

22単位 18単位 18単位 18単位 18単位 20単位 2単位 8単位 １24単位1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
科
専
攻
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

必修
科目

必修科目

選択必修科目

選択科目

【履修の考え方】
計算システム科学分野，ソフトウェ
ア科学分野，数理情報学分野の
専門的な科目を自由に履修するこ
とで得意分野を伸ばす。

必修科目

選択科目

選択必修科目

選択
必修
科目

情報科学科　履修モデル

卒業要件単位数：124単位

卒業研究⑧

専
門
科
目

年次

学期

必修科目

【履修の考え方】
学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも必要となる基礎知識
を習得するための科目を履修す
る。

選択必修科目

【【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

専門教育科目（　専門必修科目：42単位、専門選択科目：48単位、合計：90単位以上修得　）
共通教育科目（　初年次科目：12単位、教養科目：22単位合計:34単位以上修得　）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

演習科目

実習科目

グローバル化強化科目

理工系基盤科目

ヒューマンコンピュータイン
タラクション②

実験科目

イノベーション人材育成科目

学生の希望・志向

情報通信技術などに興味を持ち情報科学の広範な学問分野を学びたい。

情報科学を核として学びつつ，数学・物理学についても知見を広めたい。

高度情報化社会で活躍したい。

修得する知識・能力

情報科学，情報工学の各分野に関する知識および情報処理能力を涵養し，そ

の学習を通して論理的思考力を身に付け，さらに は高度情報化社会で活躍で

きる力を身につける。

活躍できる進路

○電気情報関連製造業（電気メーカー，情報機器メーカー，機械

メーカー，ソフトウェア会社，など）

○製造業関係○教員○大学院進学など

-
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

実験･実習･演習科目

古生物学実習② 植物分類学実験② 比較生化学実験②

臨海実習②

生物科学実験② 動物生態学② 生物圏進化学② タンパク質科学② 動物系統学②

植物形態学② 細胞構造構築学② 原生動物学② 系統進化学②

脊椎動物学② 植物系統学② 海洋環境学②

植物生理学② 生物多様性学②

古生態学②

2単位 0単位 4単位 8単位 14単位 10単位 0単位 8単位 46単位

細胞生物学② 比較生化学② 生態学②

古生物学② 動物分類学② 植物分類学②

動物生理学② 理学情報処理演習②

基礎地学実験②

生物学概論②

0単位 8単位 6単位 6単位 0単位 0単位 0単位 0単位 20単位

科学英語② 理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工系数学② 防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

数学概論（１）② 科学者・技術者倫理② リスクマネジメント②

数学概論（２）② キャリアデザインＩ・Ⅱ② 実践キャリアデザイン②

6単位 2単位 6単位 2単位 4単位 2単位 2単位 0単位 24単位

教養科目⑥ 教養科目⑥ 教養科目⑥ 教養科目④

大学基礎論② 学問基礎論②

大学英語入門② 英会話②

情報処理②

課題探求実践セミナー②

14単位 10単位 6単位 4単位 0単位 0単位 0単位 0単位 34単位

22単位 20単位 22単位 20単位 16単位 12単位 2単位 8単位 １24単位

選択
必修
科目

必修
科目

必修科目

選択必修科目

選択科目

【履修の考え方】
各学問分野の知識を深めるととも
に，自分が興味を持つ分野やト
ピックに関する知識を身に付け
る。また，各分野の実験を履修し，
調査や実験に関する基本的な技
術と知識を修得した上で，４年次
には通年の「卒業研究」において
本格的な研究に取り組む。

必修科目

選択科目

【履修の考え方】
生物圏科学を学ぶための基盤と
なる知識を涵養する。

必修科目

1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
科
専
攻
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

生物科学科　履修モデル

卒業要件単位数：124単位

卒業研究⑧

専
門
科
目

年次

学期

選択必修科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

選択必修科目

専門教育科目（　専門必修科目：46単位、専門選択科目：44単位、合計：90単位以上修得　）
共通教育科目（　初年次科目：12単位、教養科目：22単位合計:34単位以上修得　）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

演習科目

実習科目

実験科目

単位合計

グローバル化強化科目

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

学生の希望・志向

生物科学の様々な分野に興味があり，生物多様性や自然環境の保全を

はじめとする生物・生物圏に関する様々な分野の知識や技術を身につけ

たい。

修得する知識・能力

フィールドワーク主体のマクロ系分野から実験主体のミクロ系分野に至る生物

科学を幅広くカバーする授業を開講し，分子・細胞から生態系までの様々なレ

ベルにおける専門知識と調査・実験技術を修得させる。

活躍できる進路

○ 国内外の様々な地域に根ざした環境教育や生物多様性や自

然環境の保全，あるいはバイオ・食品関連産業などに関わる職業。

○ 大学院進学。

-
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

実験･実習･演習科目

無機化学Ⅰ② 無機化学Ⅱ② 分析化学 or 物理化学演習② 有機化学 or 無機化学演習②

有機化学Ⅰ② 有機化学Ⅱ② 無機・物理化学実験② 有機・高分子化学実験②

物理化学Ⅰ② 物理化学Ⅱ②

分析化学Ⅰ②

先端機器分析学Ⅰ② 有機材料化学② 無機材料化学②

光機能創成化学② 電気分析化学② 高分子化学②

生体分子機能工学② ケミカルバイオロジー②

細胞工学② 遺伝子工学②

0単位 0単位 8単位 12単位 12単位 10単位 0単位 8単位 50単位

基礎物理化学② 基礎無機化学② 化学生命理工学実験Ⅰ② 化学生命理工学実験Ⅱ② 理工学情報処理演習②

基礎有機化学② 基礎生化学②

基礎分子生物学②

物理学概論②

化学概論②

6単位 8単位 2単位 2単位 2単位 0単位 0単位 0単位 20単位

科学英語② 理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工系数学② 防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

数学概論② 科学者・技術者倫理② リスクマネジメント②

キャリアデザインＩ・Ⅱ②

2単位 4単位 6単位 2単位 2単位 2単位 2単位 0単位 20単位

教養科目⑥ 教養科目⑥ 教養科目⑥ 教養科目④

大学基礎論② 学問基礎論②

大学英語入門② 英会話②

情報処理②

課題探求実践セミナー②

14単位 10単位 6単位 4単位 0単位 0単位 0単位 0単位 34単位

22単位 22単位 22単位 20単位 16単位 12単位 2単位 8単位 １24単位1学期履修単位数

学
部
共
通
科
目

必修科目

選択必修科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

共
通
教
育
科
目

教養科目

初年次科目

選択
必修
科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

必修
科目

専
門
科
目

学
科
専
攻
科
目

学
科
基
礎
科
目

必修科目

選択必修科目

必修科目

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習し，応用力・創造性に
富み，柔軟な思考力・課題解決能
力を身につけるための科目を履
修する。

卒業研究⑧

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

演習科目

実習科目

実験科目

グローバル化強化科目

化学生命理工学科　履修モデル例

卒業要件単位数：124単位 専門教育科目（　専門必修科目：44単位、専門選択科目：46単位、合計：90単位以上修得　）
共通教育科目（　初年次科目：12単位、教養科目：22単位合計:34単位以上修得　）

年次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

学期

選択必修科目

選択科目

【履修の考え方】
学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも必要となる基礎知識
を習得するための科目を履修す
る。

選択科目

学生の希望・志向

化学と生命科学に関する基礎知識・技術および専門知識を身に付け，

生命，環境，材料など現代および将来的に社会で生じる重要な課題

を解決する能力や社会で活躍できる研究者・技術者になりたい。

修得する知識・能力

多様な物質や生命現象を「化学の目」 （分子・遺伝子レベル）で理解する基礎

力を養い，物質・物性，生命に関する高度な専門知識・技術，学際知識を習得

し，社会のニーズに柔軟に対応できる発想力，応用力を身につける。

活躍できる進路

○ 材料・化学メーカー，環境分析，機械，電気・電子，食品，
石油化学，化粧品，医・農薬，バイオテクノロジー関連企業

○ 教員，公務員
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

地球環境防災実習② 地震学② ケーススタディI② 実験･実習･演習科目

地震地質学② 地盤工学② 地球物理学実験②

連続流体力学② 実践野外調査実習②

気象学② 地球ダイナミクス②

水理学②

地球環境情報学② 物理探査法②　 テクトニクス② ケーススタディII②

力学演習② 大気環境工学②

国土保全工学②

地球環境防災学特論I-IV②

0単位 0単位 8単位 10単位 16単位 4単位 0単位 8単位 46単位

物理学概論② 理工学情報処理演習②

基礎物理学実験②

地球惑星科学② 物理数学II②

物理数学I② 電磁気学I②

力学I②

熱力学②

地球科学概論②

2単位 12単位 4単位 2単位 0単位 0単位 0単位 0単位 20単位

科学英語② 理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工系数学② 防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

数学概論（１）② 科学者・技術者倫理② リスクマネジメント②

数学概論（２）② キャリアデザインＩ・Ⅱ② 実践キャリアデザイン②

6単位 2単位 6単位 2単位 4単位 2単位 2単位 0単位 24単位

教養科目⑥ 教養科目④ 教養科目④ 教養科目⑧

大学基礎論② 学問基礎論②

大学英語入門② 英会話②

情報処理②

課題探求実践セミナー②

14単位 8単位 4単位 8単位 0単位 0単位 0単位 0単位 34単位

22単位 22単位 22単位 22単位 20単位 6単位 2単位 8単位 １24単位1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

選択
必修
科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の
文化、社会、自然の特徴に
ついて理解するための科目
を履修する。

必修科目

選択必修科目

必修
科目

専
門
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
科
専
攻
科
目

選択必修科目

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習し，応用力・創造性に
富み，柔軟な思考力・課題解決能
力を身につけるための科目を履
修する。

必修科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

地球環境防災学科　履修モデル例

専門教育科目（　専門必修科目：26単位、専門選択科目：64単位、合計：90単位以上修得　）
共通教育科目（　初年次科目：12単位、教養科目：22単位合計:34単位以上修得　）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

卒業要件単位数：124単位

年次

学期

卒業研究⑧

実験科目

グローバル化強化科目

選択科目

【履修の考え方】
学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも必要となる基礎知識
を習得するための科目を履修す
る。

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

選択科目

必修科目

選択必修科目

演習科目

実習科目

学生の希望・志向

地球の成り立ち，自然現象の発生機構，防災に興味をもち学びたい。さ

らに，自然との共生や国土の望ましい姿を模索・創造するための広い視

野と柔軟な思考力を養いたい。

修得する知識・能力

地球環境と自然災害に関する基礎および専門知識と能力を身につけ，自然

が関わる事象（環境・防災・減災・地域作り）に対して適切な課題設定のもと

で問題を解決する能力を涵養する。

活躍できる進路

○教員

○国家公務員、地方公務員

○コンサルタント、ゼネコン、資源関連産業
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

実験･実習･演習科目

数学課題探究②

確率続論② 確率過程論②

環論② 環上の加群② 数理統計学②

代数学演習② ホモロジー論② 体論②

位相空間論② 測度論② 多様体論②

距離と位相演習② 微分方程式② 初等複素解析② 複素解析続論②

2単位 12単位 10単位 16単位 40単位

確率論②

群論②

距離と位相②

理学情報処理演習②

電磁気学Ⅰ② 力学I②

10単位 2単位 0単位 0単位 12単位

理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工学研究プロポーザル②

2単位 2単位 2単位 0単位 6単位

0単位 0単位 0単位 0単位 0単位

14単位 16単位 12単位 1６単位 58単位

既修得単位数 66単位

1学期履修単位数

グローバル強化科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

共
通
教
育
科
目

教養科目

初年次科目

選択
必修
科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

必修
科目

専
門
科
目 学

科
基
礎
科
目

必修科目

選択必修科目

選択科目

【履修の考え方】
いずれの分野に進む場合でも重
要となる基礎知識を習得するため
の科目を履修する。

学
部
共
通
科
目

必修科目

選択必修科目

理工系基盤科目

学
科
専
攻
科
目

必修科目
卒業研究⑧

イノベーション人材育成科目

演習科目

実習科目
選択必修科目

実験科目

選択科目

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習し，応用力・創造性に
富み，柔軟な思考力・課題解決能
力を身につけるための科目を履修
する。

数学物理学科「数学コース」　履修モデル　（３年次編入学生）

卒業要件単位数：124単位

年次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

学期

学生の希望・志向

数や図形などの数学的対象に興味をもち、数学の専門知識について

もっと学びたい。さらに，数学を核として学びつつ，他の分野について

も知見を広め、社会の様々な分野で活躍したい。

修得する知識・能力

数学の各分野に関する基礎的概念および専門知識を学び，その学習を

通して論理的思考力を身に付け，社会の様々な分野で力を発揮できる力

を身につける。

活躍できる進路

○教員 ○大学院進学

○電気情報関連製造業

○金融機関

学生の希望・志向

数や図形などの数学的対象に興味をもち、数学の専門知識について

もっと学びたい。さらに，数学を核として学びつつ，他の分野について

も知見を広め、社会の様々な分野で活躍したい。

修得する知識・能力

数学の各分野に関する基礎的概念および専門知識を学び，その学習を

通して論理的思考力を身に付け，社会の様々な分野で力を発揮できる力

を身につける。

活躍できる進路

○教員 ○大学院進学

○電気情報関連製造業

○金融機関
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

物理科学実験II② 実験･実習･演習科目

量子力学I②

力学II② 量子力学II②

統計力学② 量子力学演習②

力学演習② 電磁気学II②

統計力学演習② 電磁気学演習②

物理数学演習②,

相対性理論② 解析力学② 量子力学III② 原子核物理学②

素粒子物理学②

物性科学序論②

連続体力学②

シュミレーション工学②

14単位 20単位 2単位 10単位 46単位

線形代数学II②

多変数の微分積分②

物理数学II②

6単位 0単位 0単位 0単位 6単位

理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工学研究プロポーザル②

2単位 2単位 2単位 0単位 6単位

0単位 0単位 0単位 0単位 0単位

22単位 22単位 4単位 10単位 58単位

既修得単位数 66単位

1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
科
専
攻
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

選択必修科目

必修
科目

演習科目

実習科目

選択
必修
科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

選択必修科目

実験科目

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

グローバル強化科目

数学物理学科「物理科学コース」　履修モデル　（３年次編入学生）

卒業要件単位数：124単位

卒業研究⑧

専
門
科
目

年次

学期

選択科目

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習することを通して自然
の本質的理解に迫るとともに，論
理的思考力を涵養し，応用力・創
造性に富んだ課題解決能力を身
につけるための科目を履修する。

必修科目

選択科目

【履修の考え方】
学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも役に立つ基礎的な
科目を履修する。

必修科目

必修科目

選択必修科目

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

学生の希望・志向

自然の本質的現象や法則に興味をもち，自然の成り立ちを論理的に考え

たり，ものづくりや実験を通して自然を理解したい．さらに，固体化学を含

む物理科学を核として学びつつ，他の分野についても知見を広めたい．

修得する知識・能力

物質がその階層に応じて示す基本法則，現象，性質などを学ぶことにより，自

然の本質を理解しつつ広範な応用分野で活かせ，地域・国際社会の変化に柔

軟に対応し，多種多彩な分野で独創性を発揮できる力を身に付ける．

活躍できる進路

○電気・機械・情報関連製造業

○教員

○公務員

-
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

数値解析② 実験･実習･演習科目

オペレーティングシステム論② 情報ネットワーク論演習②

デジタル回路実験② コンピュータアーキテクチャ②

情報ネットワーク論②

プログラミング言語論②

ソフトウェア工学② プログラミング演習Ⅲ②

人工知能工学②

情報理論② シミュレーション工学②

地球環境情報学②

14単位 12単位 0単位 8単位 34単位

理工学情報処理演習②

情報処理技術Ⅰ② 情報処理技術Ⅱ②

情報と職業②

情報社会と情報倫理②

0単位 2単位 2単位 6単位 10単位

理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

理工学研究プロポーザル②

リスクマネジメント② 科学者・技術者倫理②

キャリアデザインＩ・Ⅱ②

2単位 8単位 2単位 0単位 12単位

0単位 0単位 0単位 0単位 0単位

16単位 22単位 4単位 14単位 56単位

既修得単位数 68単位

グローバル強化科目

理工系基盤科目

実験科目

イノベーション人材育成科目

演習科目

実習科目

情報科学科　履修モデル　（３年次編入学生）

卒業要件単位数：124単位

卒業研究⑧

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

年次

学期

必修科目

選択科目

選択必修科目

選択
必修
科目

【【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
科
専
攻
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

専
門
科
目

必修科目

【履修の考え方】
学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも必要となる基礎知識
を習得するための科目を履修す
る。

選択必修科目

必修
科目

必修科目

選択必修科目

選択科目

【履修の考え方】
計算システム科学分野，ソフトウェ
ア科学分野，数理情報学分野の
専門的な科目を自由に履修するこ
とで得意分野を伸ばす。

学生の希望・志向

情報通信技術などに興味を持ち情報科学の広範な学問分野を学びたい。

情報科学を核として学びつつ，数学・物理学についても知見を広めたい。

高度情報化社会で活躍したい。

修得する知識・能力

情報科学，情報工学の各分野に関する知識および情報処理能力を涵養し，そ

の学習を通して論理的思考力を身に付け，さらに は高度情報化社会で活躍で

きる力を身につける。

活躍できる進路

○電気情報関連製造業（電気メーカー，情報機器メーカー，機械

メーカー，ソフトウェア会社，など）

○製造業関係○教員○大学院進学など
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

実験･実習･演習科目

臨海実習②

陸水生物学実習②

植物分類学実験②

動物生態学② 動物系統学②

理論生物学② 生物圏進化学②

古生態学② 細胞構造構築学②

保全生物学② 脊椎動物学②

植物形態学② 海洋環境学②

地球表層動態学② 生物多様性学②

18単位 12単位 0単位 8単位 38単位

植物分類学②

生態学②

古生物学②

0単位 6単位 0単位 0単位 8単位

理工学英語ゼミナールⅡ ②

科学者・技術者倫理② 理工学研究プロポーザル②

リスクマネジメント②

キャリアデザインII②

4単位 4単位 2単位 0単位 8単位

0単位 0単位 0単位 0単位 0単位

22単位 22単位 2単位 8単位 54単位

既修得単位数 70単位

【履修の考え方】
各学問分野の知識を深めるととも
に，自分が興味を持つ分野やト
ピックに関する知識を身に付け
る。また，各分野の実験を履修し，
調査や実験に関する基本的な技
術と知識を修得した上で，４年次
には通年の「卒業研究」において
本格的な研究に取り組む。

必修科目

選択必修科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

選択必修科目

1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
科
専
攻
科
目

学
科
基
礎
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

選択科目

【履修の考え方】
生物圏科学を学ぶための基盤と
なる知識を涵養する。

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の文
化、社会、自然の特徴につ
いて理解するための科目を
履修する。

専
門
科
目

選択
必修
科目

必修
科目

必修科目

選択必修科目

必修科目

選択科目

２年次

生物科学科　履修モデル　（３年次編入学生）

卒業要件単位数：124単位

卒業研究⑧

３年次 ４年次年次

学期

１年次
単位合計

グローバル強化科目

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

演習科目

実習科目

実験科目

学生の希望・志向

生物科学の様々な分野に興味があり，生物多様性や自然環境の保全を

はじめとする生物・生物圏に関する様々な分野の知識や技術を身につけ

たい。

修得する知識・能力

フィールドワーク主体のマクロ系分野から実験主体のミクロ系分野に至る生物

科学を幅広くカバーする授業を開講し，分子・細胞から生態系までの様々なレ

ベルにおける専門知識と調査・実験技術を修得させる。

活躍できる進路

○ 国内外の様々な地域に根ざした環境教育や生物多様性や自

然環境の保全，あるいはバイオ・食品関連産業などに関わる職業。

○ 大学院進学。

-
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

実験･実習･演習科目

分析化学 or 物理化学演習② 有機化学 or 無機化学演習②

有機化学Ⅱ②

物理化学Ⅱ②

分析化学Ⅱ②

無機・物理化学実験② 生化学実験①

生命分子工学実験①

有機材料化学② 先端機器分析学Ⅰ② 錯体化学②

ケミカルバイオロジー② 高分子化学② 天然物化学②

量子化学② 光機能創成化学② 反応工学②

電気分析化学②

12単位 16単位 6単位 8単位 42単位

理工学情報処理演習②

化学生命理工学実験Ⅱ②

2単位 2単位 0単位 0単位 4単位

理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

リスクマネジメント② 科学者・技術者倫理②

キャリアデザインＩ・Ⅱ②

6単位 6単位 2単位 0単位 14単位

0単位 0単位 0単位 0単位 0単位

22単位 22単位 8単位 8単位 60単位

既修得単位数 64単位

1学期履修単位数

学
部
共
通
科
目

必修科目

イノベーション人材育成科目

グローバル強化科目

選択必修科目

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

共
通
教
育
科
目

教養科目

初年次科目

選択
必修
科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の
文化、社会、自然の特徴に
ついて理解するための科目
を履修する。

必修
科目

専
門
科
目

学
科
専
攻
科
目

必修科目

選択必修科目

理工系基盤科目

学期

演習科目

選択必修科目

実習科目

実験科目

卒業研究⑧

選択科目

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習し，応用力・創造性に
富み，柔軟な思考力・課題解決能
力を身につけるための科目を履
修する。

学
科
基
礎
科
目

必修科目

選択科目

【履修の考え方】
学科内の幅広い分野のいずれに
進む場合でも必要となる基礎知識
を習得するための科目を履修す
る。

化学生命理工学科　履修モデル例　（３年次編入学生）

卒業要件単位数：124単位

年次 １年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

学生の希望・志向

化学と生命科学に関する基礎知識・技術および専門知識を身に付け，

生命，環境，材料など現代および将来的に社会で生じる重要な課題

を解決する能力や社会で活躍できる研究者・技術者になりたい。

修得する知識・能力

多様な物質や生命現象を「化学の目」 （分子・遺伝子レベル）で理解する基礎

力を養い，物質・物性，生命に関する高度な専門知識・技術，学際知識を習得

し，社会のニーズに柔軟に対応できる発想力，応用力を身につける。

活躍できる進路

○ 材料・化学メーカー，環境分析，機械，電気・電子，食品，
石油化学，化粧品，医・農薬，バイオテクノロジー関連企業

○ 教員，公務員
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青字は，工学・理工学科目

第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期 第１学期 第２学期

地球環境防災実習② ケーススタディI② 実験･実習･演習科目

地震学②

地球ダイナミクス② 連続体力学② 実践野外調査実習②

水理学② 気象学②

地球物理学実験②

テクトニクス② ケーススタディII②

国土保全工学② 地球環境防災学特論I-IV②

12単位 12単位 2単位 8単位 34単位

物理学概論②

理工学情報処理演習

0単位 4単位 0単位 0単位 4単位

理工学英語ゼミナールⅠ② 理工学英語ゼミナールⅡ ②

科学英語②

防災理工学概論② 理工学研究プロポーザル②

理工系数学②

リスクマネジメント② 科学者・技術者倫理②

キャリアデザインＩ・Ⅱ②

10単位 6単位 2単位 0単位 18単位

0単位 0単位 0単位 0単位 0単位

22単位 22単位 4単位 8単位 56単位

既修得単位数 68単位

【履修の考え方】
すべての理工学部生が，３つの科
目群から20単位以上を必修として
履修する。

選択必修科目

1学期履修単位数

共
通
教
育
科
目

学
部
共
通
科
目

教養科目

初年次科目

選択
必修
科目

【本科目選択の考え方】
現代人として必要な基礎教
養、外国語能力の基礎を身
に付けるとともに、高知の
文化、社会、自然の特徴に
ついて理解するための科目
を履修する。

必修科目

選択必修科目

必修
科目

専
門
科
目

選択科目

必修科目

学
科
基
礎
科
目

学
科
専
攻
科
目

地球環境防災学科　履修モデル例　（３年次編入学生）

１年次 ２年次 ３年次 ４年次
単位合計

卒業要件単位数：124単位

年次

【履修の考え方】
自らが選んだ専門分野をより高度
に深く学習し，応用力・創造性に
富み，柔軟な思考力・課題解決能
力を身につけるための科目を履
修する。

グローバル強化科目

選択科目

理工系基盤科目

イノベーション人材育成科目

演習科目

実習科目

学期

卒業研究⑧

実験科目

必修科目

選択必修科目

学生の希望・志向

地球の成り立ち，自然現象の発生機構，防災に興味をもち学びたい。さ

らに，自然との共生や国土の望ましい姿を模索・創造するための広い視

野と柔軟な思考力を養いたい。

修得する知識・能力

地球環境と自然災害に関する基礎および専門知識と能力を身につけ，自然

が関わる事象（環境・防災・減災・地域作り）に対して適切な課題設定のもと

で問題を解決する能力を涵養する。

活躍できる進路

○教員

○国家公務員、地方公務員

○コンサルタント、ゼネコン、資源関連産業
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